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教育学研究科の院生グループの一員 として、2007年 度か ら野殿 ・童仙房地域で住 民の

方々を対象 としたイ ンタビュー調査にかかわってきま した。年度 ごとの報告集 にあるとお

り、 この間の院生の研究的関心は、歴史 ・民俗学か ら社会学 にまたがる裾野を形成 しなが

らも、生涯学習 をひ とっの結節点 として、地域で暮 らす人び との生活のあ りように迫 るこ

とに向けられてきました。

そ こでの調査者 と被調査者の関係 は、おのず と旧野殿童仙房小学校 を場 とした 「教育空

間」における院生 と住民 との関係 をべ一スにしたものにな ります。院生は地域活動の要請

に応 えて、 ファシ リテーター(活 動促進者)と しての役割 を果たす場合 もあるけれ ども、

畑づ くりを初 めとして、テン ト設営や火お こしや地元食材 の調理な どの生活技術に関して

は、住民に教えを請 う存在 であると言 えます。 この、場面に応 じて教育関係 が変化す る相

互交流的なスペースを、複数年 にわた る時間帯で維持 しよ うと思 えば、院生は調査活動 に

おいても、一度 きりのイ ンタビューで 自分の聞きたい ことだけを質問す る、通過的研究者

としては成立 しません。地域で暮 らす人び との 「暗黙知」に触れ、それを尊重する生活空

間共有型 の研究者 としての立場が求め られ るのです。

同一地域で、このようなスタイルを維持 しなが ら継続 されているとい う意味では、 この

活動 は 「定点イ ンタビュー」 と呼べるかも しれません。 区長 を中心 として運営 され る野殿

童仙房生涯学習推進委員会 のみなさんには、調査のコンタク ト・パーソン(相 談相手)と

してだけでな く、年度 ごとに内容の異なる聞き取 りに複数 回応 じて もらっています。そこ

での話題 は、地域 の人び とが集合的に創造 してきた歴 史や文化、あるいはそれ らの記憶 に

関す るものが多いのですが、私 自身にはひ とつの反省 があ ります。それは、せ っか く多 く

の農業者 のみなさんへのインタビュー を試みているに もかかわ らず、生産活動そのものに

アプ ローチする聞き取 りが少ない とい うことです。 これは、所与のフィール ドにおいて、

生産(労 働)と 教育 とい う観点からの研究 を、私が血肉化す るのに、予想以上 に手間取 っ

ていることを示 しています。また、この分野での研究の蓄積が少な く、方法論への認識が

十分でない とい う背景 と関係 しているのかもしれません。

いずれにせよ、私は農業者 を 「固有の知識体系 を持っ労働者」(E.ジ ェル ピ1983『 生涯

教育一抑圧 と解放 の弁証法』東京創元社)と みなす視 点か ら、その生産活動で 日常的に探

求が行われているとい う事実 に、さらに注 目してい きたい と思っています。そのよ うな認

識の深ま りにおいては、知の相互交流 とい う、困難ではあるがチャレンジングな命題 をと

きほ ぐす手がか りがもた らされる可能性 があると考 えるか らです。
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